
特集―女性の継続就業とワーク・ライフ・バランス

Business Labor Trend 2010.9

24

　

男
女
が
と
も
に
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
働

き
続
け
ら
れ
る
雇
用
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

六
月
三
〇
日
か
ら
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

（
以
下
、
改
正
育
介
法
）
が
施
行
さ
れ
た
。

改
正
育
介
法
は
、
三
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
労
働
者
に
つ
い
て
、短
時
間
勤
務
制
度（
一

日
六
時
間
）
や
、
労
働
者
の
請
求
に
基
づ
く

所
定
外
労
働
免
除
制
度
の
設
置
を
義
務
づ
け

た
ほ
か
、
小
学
校
就
学
前
の
子
の
看
護
休
暇

制
度
と
し
て
、
現
行
（
年
五
日
）
に
加
え
、

子
が
二
人
以
上
の
場
合
を
一
〇
日
に
拡
充
し

た
。
ま
た
、
父
母
が
と
も
に
育
児
休
業
を
取

得
す
る
場
合
の
休
業
期
間
を
、
一
年
二
カ
月

に
延
長
す
る
「
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
」

（
父
母
そ
れ
ぞ
れ
の
休
業
期
間
上
限
は
一
年

の
ま
ま
）
を
新
設
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
、
配

偶
者
が
専
業
主
婦
（
夫
）
で
あ
れ
ば
、
労
使

協
定
に
よ
る
除
外
規
定
で
、
育
児
休
業
を
取

得
不
可
に
で
き
る
と
し
て
き
た
制
度
の
廃
止

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
（
概
要
は
ｐ
５

参
照
）。

　

こ
う
し
た
改
正
育
介
法
の
施
行
を
踏
ま
え
、

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・

モ
ニ
タ
ー
企
業
八
六
社
に
対
し
、
六
月
一
日

時
点
に
お
け
る
育
児
休
業
制
度
等
の
現
状
と
、

改
正
法
へ
の
対
応
・
準
備
状
況
を
尋
ね
た
。

調
査
は
、
六
月
一
八
日
〜
七
月
一
二
日
に
か

け
て
実
施
。
民
間
企
業
六
八
社
（
回
収
率
七

九
・
一
％
、
図
１
参
照
）
か
ら
回
答
を
得
た
。

育
児
休
業
制
度
の
現
状

上
限
年
齢
法
定
上
回
る
が
六
割
、
製
造
業
で

よ
り
充
実

　

育
児
休
業
制
度
に
つ
い
て
、
子
が
何
歳
に

な
る
ま
で
取
得
可
能
か
の
上
限
年
齢
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
法
定
を
超
え
る
」（
１
）企
業
が

五
八
・
八
％
と
約
六
割
に
の
ぼ
り
、「
法
定
通

り
」（
２
）（
四
一
・
二
％
）
を
上
回
っ
た
。
こ

れ
を
製
造
・
非
製
造
別
に
み
る
と
、「
法
定
を

超
え
る
」
割
合
は
製
造
業
で
六
八
・
八
％
に

対
し
、
非
製
造
業
は
五
〇
・
〇
％
で
、
製
造

業
の
取
り
組
み
が
よ
り
進
ん
で
い
る
傾
向
が

み
て
取
れ
る
。

　

な
お
、「
法
定
を
超
え
る
」
場
合
の
具
体
的

な
年
齢
に
つ
い
て
は（
自
由
記
述
）、「
二
歳
」

（
一
二
社
）
や
「
三
歳
」（
一
一
社
）
が
多
い

も
の
の
、
一
歳
二
カ
月
（
一
社
）
か
ら
小
学

校
一
年
生
修
了
時
（
一
社
）
ま
で
幅
が
あ
り
、

一
歳
六
カ
月
（
五
社
）、一
歳
八
カ
月
（
一
社
）、

二
歳
一
カ
月
（
二
社
）、二
歳
六
カ
月
（
一
社
）、

二
歳
八
カ
月
（
一
社
）、三
歳
一
一
カ
月
（
二

社
）、
四
歳
（
一
社
）
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

育
児
休
業
の
取
得
可
能
回
数
に
つ
い
て
は
、

「
法
定
通
り
（
一
回
）」（
３
）が
八
二
・
四
％

と
大
半
を
占
め
る
も
の
の
、「
法
定
を
超
え

る
」
と
こ
ろ
も
一
七
・
六
％
（
製
造
業
二
八
・

一
％
、
非
製
造
業
八
・
三
％
）
あ
る
。「
法

定
を
超
え
る
」
場
合
の
具
体
的
な
回
数
（
自

由
記
述
）
は
、「
無
制
限
」
が
四
社
、「
二
回
ま

で
分
割
可
」
が
四
社
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

改
正
育
介
法
で
は
、
こ
れ
ま
で
労
使
協
定

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
き
た
、
配
偶
者
が
専

業
主
婦
（
夫
）
の
場
合
に
、
育
児
休
業
を
取

得
不
可
と
す
る
除
外
規
定
を
廃
止
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
準
備
状
況
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
そ
う
し
た
除
外
規
定
が

あ
っ
た
が
、
改
正
育
介
法
の
施
行
に
向
け
削

除
し
た
」
が
五
七
・
四
％
、「
除
外
規
定
が
あ

り
、
削
除
を
検
討
し
て
い
る
」
が
七
・
四
％
、

「
そ
も
そ
も
除
外
規
定
は
な
い
」
が
三
五
・

三
％
と
な
っ
た
（
図
２
）。

育
児
休
業
の
利
用
状
況

育
休
取
得
率
は
女
性
約
九
五
％
、
男
性
約

四
％

　

〇
九
年
四
月
一
日
か
ら
一
〇
年
三
月
三
一

日
ま
で
の
一
年
間
に
、
在
職
中
に
出
産
し
た

女
性
あ
る
い
は
配
偶
者
が
出
産
し
た
男
性
が

「
い
た
」
場
合
の
育
児
休
業
取
得
率（
４
）に

つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、対
象
者
が「
い
た
」

と
回
答
し
た
企
業
は
、
女
性
社
員
で
九
五
・

六
％
、
男
性
社
員
で
八
五
・
三
％
。
そ
れ
ぞ

れ
の
育
休
取
得
率
は
、
女
性
が
三
一
・
三
〜

一
〇
〇
％
、
男
性
が
〇
〜
六
五
・
〇
％
の
範

囲
に
分
布
し
、
そ
の
平
均
を
取
る
と
女
性
が

九
五
・
四
％
（
製
造
業
九
一
・
八
％
、
非
製

造
業
九
八
・
五
％
）、男
性
が
三
・
八
七
％
（
製

造
業
六
・
二
五
％
、
非
製
造
業
二
・
〇
％
）

―
―

な
ど
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
過
去
一
年
間
に
お
け
る
復
職
者
の

平
均
育
児
休
業
期
間
に
つ
い
て
は
、
女
性
で

は
「
六
カ
月
超
〜
一
年
以
下
」
が
五
二
・
四
％

と
も
っ
と
も
多
く
、「
一
年
超
〜
最
大
取
得
可

能
期
間
」
が
四
二
・
九
％
で
続
く
。
こ
れ
に

対
し
、
男
性
で
対
象
者
が
い
た
と
把
握
し
て

育児支援の最新事情と
改正育児・介護休業法への対応状況

モニター企業68社の回答を集計
「ビジネス・レーバー・モニター」特別調査

図１　回答企業の主なプロフィール
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い
る
企
業
（
六
五
・
一
％
）
に
お
い
て
、も
っ

と
も
多
か
っ
た
の
は
「
一
カ
月
以
下
」
の
二

三
・
二
％
。
こ
れ
に
、「
一
カ
月
超
〜
三
カ
月

以
下
」（
一
〇
・
七
％
）、「
三
カ
月
超
〜
六
カ

月
以
下
」（
七
・
一
％
）
な
ど
が
続
く
。

男
女
別
、
製
造
・
非
製
造
別
で
異
な
る
代
替

確
保
策

　

育
児
休
業
取
得
者
が
出
た
場
合
、
要
員
補

充
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
の
雇
用
管
理
手
法

を
聴
い
た
と
こ
ろ
、
休
業
者
の
男
女
を
問
わ

ず
も
っ
と
も
多
い
の
が
、「
代
替
要
員
補
充
を

行
わ
ず
同
じ
部
門
の
他
の
社
員
で
対
応
す

る
」
だ
っ
た
。
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
で

四
八
・
〇
％
、
女
性
で
三
五
・
八
％
と
な
る
。

　

次
い
で
、「
事
業
所
内
の
他
の
部
門
ま
た
は

他
事
業
所
か
ら
人
員
を
異
動
さ
せ
る
」（
男
性

二
九
・
三
％
、
女
性
三
一
・
四
％
）、「
派
遣

労
働
者
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
代
替
要
員
と
し

て
雇
用
す
る
」（
同
一
八
・
七
％
、二
九
・
九
％
）

―
―

と
な
っ
た
。
男
女
を
比
較
す
る
と
、
男

性
で
よ
り「
同
じ
部
門
の
他
の
社
員
で
対
応
」

の
割
合
が
高
く
、
女
性
で
は
「
派
遣
や
ア
ル

バ
イ
ト
等
を
雇
用
」
す
る
割
合
が
高
い
点
で

違
い
が
あ
る
。

　

ま
た
、
製
造
・
非
製
造
別
で
は
、
製
造
業

で
よ
り
「
派
遣
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
雇
用
」

し
て
代
替
要
員
を
確
保
す
る
傾
向
が
強
い
の

に
対
し
、
非
製
造
業
で
は
「
同
じ
部
門
の
他

の
社
員
で
対
応
」
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強

い
点
で
違
い
が
み
ら
れ
た
。

育
休
復
帰
後
の
勤
務
制
度
の
導
入
状
況

短
時
間
・
所
定
外
と
も
九
割
超
が
整
備
済
み

　

改
正
育
介
法
で
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
る

短
時
間
勤
務
制
度
に
つ
い
て
は
、「
以
前
（
一

年
以
上
前
）か
ら
導
入
し
て
い
る
」が
七
七
・

九
％
で
約
八
割
を
占
め
る
。
次
い
で
、「
改
正

育
介
法
の
施
行
に
向
け
、
新
た
に
（
一
年
内

に
）
導
入
し
た
」
が
一
三
・
二
％
で
、
合
わ

せ
て
九
割
超
の
企
業
が
改
正
法
へ
の
準
備
体

制
を
整
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
改
正
育
介

法
の
施
行
に
向
け
、導
入
を
検
討
中
」
も
七
・

四
％
あ
り
、「
導
入
メ
ド
は
立
っ
て
い
な
い
」

は
一
・
五
％
に
と
ど
ま
っ
た
（
図
３
）。

　

短
時
間
勤
務
制
度
の
最
長
利
用
可
能
期
間

を
み
る
と
、「
小
学
校
入
学
以
降
も
利
用
可

能
」
が
も
っ
と
も
多
い
五
七
・
六
％
。
法
定

の
「
三
歳
に
達
す
る
ま
で
」
は
二
五
・
八
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
三
歳
〜
小
学
校
就
学

前
の
一
定
年
齢
ま
で
」
は
一
・
五
％
、「
小
学

校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
」
は
一
五
・

二
％
と
な
っ
て
い
る
。
小
学
校
入
学
以
降
、

具
体
的
に
何
歳
ま
で
利
用
可
能
か
に
つ
い
て

は
（
自
由
記
述
）、も
っ
と
も
多
い
の
は
「
九

歳
あ
る
い
は
小
学
校
三
年
生
修
了
ま
で
」
で

一
四
社
。
次
い
で
、「
七
歳
」
と
「
中
学
入
学

ま
で
」
が
そ
れ
ぞ
れ
四
社
、「
一
〇
歳
」
が
三

社
な
ど
と
な
っ
た
。

　

労
働
日
一
日
に
つ
き
、
短
縮
で
き
る
時
間

の
長
さ
に
つ
い
て
は
、
平
均
の
所
定
労
働
時

間
が
七
時
間
四
五
分
と
な
っ
た
の
に
対
し
、

短
縮
時
間
は
「
二
時
間
以
上
三
時
間
未
満
」

（
四
九
・
二
％
）、「
一
時
間
以
上
二
時
間
未

満
」（
三
三
・
三
％
）、「
三
時
間
以
上
」（
一
四
・

六
％
）―

―

の
順
に
多
い（
５
）。

　

同
じ
く
改
正
育
介
法
が
義
務
づ
け
た
所
定

外
労
働
を
免
除
す
る
制
度
に
つ
い
て
は
、「
以

前
（
一
年
以
上
前
）
か
ら
導
入
し
て
い
る
」

が
六
一
・
八
％
で
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で

「
改
正
育
介
法
の
施
行
に
向
け
、新
た
に（
一

年
内
に
）
導
入
し
た
」
が
三
〇
・
九
％
と
、

九
割
超
の
企
業
で
改
正
法
へ
の
対
応
状
況
が

整
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
改
正
育
介
法
の

施
行
に
向
け
、導
入
を
検
討
中
」
も
二
・
九
％

あ
り
、「
導
入
メ
ド
は
立
っ
て
い
な
い
」が
四
・

四
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
４
）。

　

所
定
外
労
働
を
免
除
す
る
制
度
の
最
長
利

用
可
能
期
間
を
み
る
と
、
法
定
の
「
三
歳
に

達
す
る
ま
で
」
が
三
九
・
一
％
で
も
っ
と
も

多
く
、
以
下
、「
小
学
校
入
学
以
降
も
利
用
可

能
」（
三
五
・
九
％
）、「
小
学
校
就
学
の
始
期

に
達
す
る
ま
で
」（
二
三
・
四
％
）、「
三
歳
〜

小
学
校
就
学
前
の
一
定
年
齢
ま
で
」（
一
・

六
％
）
の
順
だ
っ
た
。
小
学
校
入
学
以
降
、

具
体
的
に
何
歳
ま
で
利
用
可
能
か
に
つ
い
て

は
、（
自
由
記
述
）、「
九
歳
あ
る
い
は
小
学
校

三
年
生
修
了
ま
で
」
が
九
社
。
次
い
で
、「
一

二
歳
ま
で
」
が
三
社
、「
一
歳
」
及
び
「
小
学

校
卒
業
・
中
学
始
期
ま
で
」
が
そ
れ
ぞ
れ
二

社
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
改
正
育
介
法
が
努
力
義

務
と
し
て
い
る
制
度
の
中
で
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
導
入
割
合
が
高

い
順
に
、「（
育
児
に
利
用
で
き
る
）
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
度
」
が
五
五
・
九
％
（
製
造

業
七
一
・
九
％
、
非
製
造
業
四
一
・
七
％
）、

「（
始
業
・
終
業
時
刻
の
）繰
上
げ
・
繰
下
げ
」

は
五
四
・
四
％
（
同
五
〇
・
〇
％
、
五
八
・

三
％
）、「
育
児
に
要
す
る
経
費
の
援
助
措
置

（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
や
託
児
施
設
の
利
用
料

補
助
等
）」
は
四
四
・
一
％
（
同
五
九
・
四
％
、

35.3%35.3%

製造業31.3％
非製造業38.9％

57.4%57.4%

7.4%7.4%

１．除外規定があったが、改正
　　育介法施行に向け削除した

２．除外規定があり、削除を検
　　討している

３．そもそも除外規定はない

製造業62.5％
非製造業52.8％

図２　改正育介法への対応状況①「配偶者除外規定の有無」

13.2%13.2%

7.4%7.4%

1.5%

製造業12.5％
非製造業13.9％

製造業84 . 4％
非製造業72.2％

製造業3.1％
非製造業11.1％

77.9%77.9%

１．以前（１年以上前）から
　　導入している
２．改正育介法の施行に向け、
　　新たに（１年以内に）導
　　入した

３．改正育介法の施行に向け、
　　導入を検討中

４．導入メドは立っていない

図３　改正育介法への対応状況②「短時間勤務制度の導入」
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三
〇
・
六
％
）、「
育
児
休
業
に
準
ず
る
措
置
」

は
三
五
・
六
％
（
同
四
三
・
三
％
、
二
七
・

六
％
）、「
事
業
所
内
託
児
施
設
（
保
育
施
設

と
の
契
約
等
含
む
）」
は
一
一
・
九
％
（
同

一
六
・
一
％
、
八
・
三
％
）、―

―

な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
改
正
育
介
法
に
よ
り
短
時
間
勤
務

制
度
と
所
定
外
労
働
免
除
制
度
が
義
務
化
さ

れ
、
そ
の
他
の
制
度
が
選
択
的
措
置
義
務
か

ら
努
力
義
務
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
他

の
制
度
で
廃
止
・
集
約
等
の
見
直
し
を
行
っ

た
ケ
ー
ス
が
な
い
か
に
つ
い
て
も
確
認
し
た

が
、
そ
う
し
た
回
答
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な

か
っ
た
。

看
護
休
暇
制
度
の
導
入
状
況

大
手
で
も
無
給
が
六
割
超

　

〇
五
年
の
育
介
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
看

護
休
暇
に
つ
い
て
は
、
制
度
が
「
あ
る
」（
就

業
規
則
上
の
規
定
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い

る
）
企
業
が
九
二
・
六
％
（
製
造
業
九
六
・

九
％
、
非
製
造
業
八
八
・
九
％
）、「
な
い
」

が
七
・
四
％
と
な
っ
た
。

　

看
護
休
暇
の
取
得
可
能
期
間
に
つ
い
て
は
、

「
法
定
通
り
（
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す

る
ま
で
）」
が
六
五
・
一
％
で
、「
法
定
を
超

え
る
」
が
三
四
・
九
％
（
製
造
業
三
五
・
五
％
、

非
製
造
業
三
四
・
四
％
）
だ
っ
た
。「
法
定

を
超
え
る
」
場
合
の
具
体
的
な
年
齢
上
限
に

つ
い
て
は
（
自
由
記
述
）、「
制
限
な
し
」
が

七
社
で
も
っ
と
も
多
く
、
以
下
、「
九
歳
あ
る

い
は
小
学
校
三
年
生
修
了
ま
で
」（
六
社
）、

「
一
二
歳
あ
る
い
は
小
学
校
卒
業
ま
で
」（
五

社
）、「
一
〇
歳
」
及
び
「
中
学
校
入
学
ま
で
」

（
各
二
社
）
と
続
く
。

　

看
護
休
暇
の
日
数
に
つ
い
て
は
、「
改
正
育

介
法
通
り
に
変
更
し
た
（
年
五
日
・
二
人
以

上
で
年
一
〇
日
）」
が
六
五
・
一
％
に
対
し
、

「
改
正
育
介
法
に
合
わ
せ
て
変
更
を
検
討
中

（
現
行
で
は
年
五
日
）」
が
四
・
八
％
、「
そ

も
そ
も
改
正
育
介
法
を
超
え
て
い
る
」
が
三

〇
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
５
）。
そ
の

う
え
で
、「
改
正
育
介
法
を
超
え
て
い
る
」
内

容
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
（
自
由
記
述
）、

「
子
一
人
当
た
り
年
五
日
×
子
の
人
数
（
制

限
な
し
）」
が
五
社
で
も
っ
と
も
多
く
、「
年

五
日
・
二
人
以
上
は
年
一
一
日
」、
子
の
人

数
に
係
わ
ら
ず
「
年
一
〇
日
」
や
「
年
一
二

日
」
と
し
て
い
る
企
業
が
各
一
社
あ
っ
た
。

　

看
護
休
暇
を
、
子
以
外
の
家
族
に
つ
い
て

も
対
象
に
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、七
六
・

二
％
が「
対
象
と
し
て
い
な
い
」と
回
答
。「
対

象
と
し
て
い
る
」
の
は
二
三
・
八
％
（
製
造

業
二
二
・
六
％
、
非
製
造
業
二
五
・
〇
％
）

だ
っ
た
。
対
象
と
な
る
家
族
の
範
囲
に
つ
い

て
は
（
自
由
記
述
）、「
配
偶
者
、本
人
の
父
母
、

配
偶
者
の
父
母
、
本
人
と
同
居
・
扶
養
し
て

い
る
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
」
ま
で
が
六

社
、「
配
偶
者
、
本
人
の
父
母
、
配
偶
者
の
父

母
、
祖
父
母
」
ま
で
が
五
社
、「
配
偶
者
と
、

同
居
し
て
い
る
（
二
親
等
以
内
の
）
家
族
」

が
三
社
な
ど
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
改
正
育
介
法
で
新
た
に
介
護
休

暇
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
看

護
休
暇
を
子
以
外
の
家
族
も
対
象
と
し
て
い

る
場
合
、
介
護
休
暇
と
の
対
象
の
重
複
等
を

ど
う
整
理
・
見
直
す
か
に
つ
い
て
は
（
自
由

記
述
）、「（
二
週
間
以
上
の
）
常
態
と
し
て
要

介
護
状
態
に
あ
る
家
族
を
看
護
す
る
場
合
は

介
護
休
暇
、
そ
れ
以
外
の
（
単
発
的
な
）
看

護
を
行
う
場
合
は
看
護
休
暇
を
取
得
さ
せ

る
」
が
四
社
の
ほ
か
、「
ど
ち
ら
を
取
得
し
て

も
良
い
こ
と
（
同
じ
扱
い
）
に
し
た
」「
看
護

介
護
休
暇
に
一
本
化
し
た
」
が
各
二
社
と

な
っ
た
。

　

看
護
休
暇
を
取
得
し
た
場
合
の
賃
金
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た

の
が
「
無
給
」
の
六
一
・
九
％
（
製
造
業
六

一
・
三
％
、
非
製
造
業
六
二
・
五
％
）。
次

い
で
、「
一
部
減
額
」
が
二
二
・
二
％
（
同
二

五
・
八
％
、
一
八
・
八
％
）
と
な
り
、「
全
額

支
給
（
有
給
）」
は
一
五
・
九
％
（
同
一
二
・

九
％
、
一
八
・
八
％
）
に
と
ど
ま
っ
た
。
な

お
「
一
部
減
額
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
（
自

由
記
述
）、「
九
五
％
支
給
」（
一
社
）
や
、「
七

割
支
給
」（
一
社
）、「
六
〇
％
支
給
」（
一
社
）、

「
職
群
資
格
等
級
に
よ
る
給
与
計
算
方
式
に

沿
い
、
月
次
給
与
項
目
の
一
部
を
減
額
」（
一

社
）
な
ど
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
回
答
が

み
ら
れ
た
。

有
期
契
約
労
働
者
の
育
児
休
業

こ
れ
ま
で
に
取
得
事
例
あ
り
は
約
七
割

　

〇
五
年
の
育
介
法
改
正
で
育
児
休
業
が
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、（
休
業
の
取
得
に

よ
り
雇
用
継
続
が
見
込
ま
れ
る
一
定
範
囲 

の
）（
６
）有
期
契
約
労
働
者
に
つ
い
て
、
育
休

制
度
の
整
備
状
況
や
、
こ
の
間
の
利
用
実
績

の
有
無
な
ど
を
尋
ね
た
。

　

そ
の
結
果
、
有
期
契
約
労
働
者
に
対
す
る

育
児
休
業
の
要
件
を
決
め
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、「
定
め
て
い
る
」企
業
が
九
二
・

図４　改正育介法への対応状況③「所定外労働免除制度の導入」
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１．以前（１年以上前）から
　　導入している
２．改正育介法の施行に向け、
　　新たに（１年以内に）導入
　　した
３．改正育介法の施行に向け、
　　導入を検討中

４．導入メドは立っていない

製造業62.5％
非製造業61.1％

図５　改正育介法への対応状況④「看護休暇日数」
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１．改正育介法通りに
　　変更した

２．改正育介法に併せ
　　て変更を検討中

３．そもそも改正育介
　　法を超えている

製造業38.7％
非製造業21.9％

製造業54.8％
非製造業75.0％



特集―女性の継続就業とワーク・ライフ・バランス

Business Labor Trend 2010.9

27

四
％
（
製
造
業
九
三
・
五
％
、
非
製
造
業
九

一
・
四
％
）
に
対
し
、「
定
め
て
い
な
い
」
は

七
・
六
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え

で
、「
定
め
て
い
る
」
場
合
の
対
象
労
働
者
の

範
囲
に
つ
い
て
は
（
自
由
記
述
）、「
法
定
要

件
と
同
じ
」
が
も
っ
と
も
多
い
八
一
・
八
％

（
製
造
業
八
七
・
一
％
、
非
製
造
業
七
七
・

一
％
）。
こ
れ
に
、「
法
定
要
件
よ
り
一
部
広

い
」
が
六
・
一
％
（
同
三
・
二
％
、
八
・
六
％
）、

「
法
定
要
件
に
係
わ
ら
ず
す
べ
て
の
有
期
契

約
労
働
者
と
し
て
い
る
」
が
四
・
五
％
（
同

三
・
二
％
、
五
・
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

育
児
休
業
制
度
は
、
対
象
が
正
社
員
の
場
合

は
、
製
造
業
で
よ
り
充
実
し
て
い
る
傾
向
が

み
ら
れ
た
が
、
有
期
契
約
労
働
者
が
対
象
の

場
合
は
む
し
ろ
、
非
製
造
業
で
よ
り
充
実
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

〇
五
年
四
月
一
日
か
ら
一
〇
年
三
月
末
ま

で
の
間
に
、
有
期
契
約
労
働
者
に
よ
る
育
休

取
得
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、「
あ
っ
た
」

が
六
八
・
三
％
（
製
造
業
六
〇
・
〇
％
、
非

製
造
業
七
五
・
八
％
）
で
、「
な
か
っ
た
」
が

三
一
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
有

期
契
約
労
働
者
の
育
休
取
得
に
関
し
て
、
事

業
所
や
支
社
等
現
場
か
ら
、
相
談
事
例
（
本

人
か
ら
の
不
満
・
苦
情
処
理
を
含
む
）が
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
は
、「
あ
っ
た
」が
一
八
・
五
％

（
製
造
業
一
八
・
八
％
、
非
製
造
業
一
八
・

二
％
）に
と
ど
ま
り
、「
な
か
っ
た
」が
八
一
・

五
％
だ
っ
た
。

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
の
取
り
組
み

状
況

立
ち
遅
れ
目
立
つ
キ
ャ
リ
ア
関
係
の
支
援

　

こ
の
ほ
か
男
女
を
問
わ
ず
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
方
策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
事

項
に
つ
い
て
三
四
項
目
の
中
か
ら
あ
げ
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答
）、
事
項
の
性

質
別
に
「
休
暇
・
休
業
関
連
」（
二
七
・
八
％
）、

「
環
境
整
備
関
連
」（
二
〇
・
七
％
）、「
仕
事

と
家
庭
を
両
立
す
る
た
め
の
柔
軟
な
働
き
方

関
連
」（
一
九
・
一
％
）、「
費
用
関
連
」（
一
八
・

〇
％
）―

―

の
順
に
多
く
、相
対
的
に
「
キ
ャ

リ
ア
支
援
関
係
」（
一
四
・
三
％
）
の
着
手
に

立
ち
遅
れ
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た（
図
６
）。

　

こ
れ
を
製
造
・
非
製
造
別
に
み
る
と
、「
休

暇
・
休
業
」
は
製
造
業
が
二
六
・
八
％
に
対

し
、非
製
造
業
は
二
九
・
二
％
、「
環
境
整
備
」

は
同
二
〇
・
九
％
、
二
〇
・
五
％
。「
柔
軟

な
働
き
方
」
は
、
製
造
業
が
一
七
・
四
％
に

対
し
、
非
製
造
業
二
一
・
四
％
、「
費
用
」
は

同
二
〇
・
七
％
、
一
四
・
三
％
。「
キ
ャ
リ

ア
支
援
」
は
、
製
造
業
（
一
四
・
一
％
）・

非
製
造
業
（
一
四
・
六
％
）
と
も
ほ
ぼ
同
じ

と
な
っ
た
。
総
じ
て
、
製
造
業
で
は
「
費
用

関
係
」
が
充
実
し
て
い
る
の
に
対
し
、
非
製

造
業
は
「
休
暇
・
休
業
関
係
」
や
「
柔
軟
な

働
き
方
」
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
両
立
支
援
策
に
取
り
組

む
理
由
に
つ
い
て
は
（
複
数
回
答
）、
多
い

順
に
、「
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
（
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
た
め
）」が
一
九
・
二
％（
製

造
業
一
七
・
二
％
、
非
製
造
業
二
一
・
四
％
）

で
も
っ
と
も
多
く
、
以
下
、「
社
員
定
着
率
を

高
め
る
た
め
」
が
一
四
・
六
％
（
同
一
二
・

九
％
、
一
六
・
六
％
）、「
社
員
満
足
度
を
高

め
る
た
め
」
が
一
四
・
〇
％
（
同
一
四
・
一
％
、

一
三
・
八
％
）、「
社
員
の
勤
労
意
欲
（
モ
ラ
ー

ル
）
を
高
め
る
た
め
」
が
一
三
・
三
％
（
同

一
四
・
七
％
、
一
一
・
七
％
）、「
採
用
で
優

秀
人
材
を
集
め
る
た
め
」
が
一
〇
・
七
％
（
同

一
二
・
三
％
、
九
・
〇
％
）―

―

な
ど
と
な
っ

た
。女

性
の
継
続
勤
務
上
の
課
題
に
つ
い
て

　

今
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー

実施率

休暇・休業関係
２７.８％

１ 法定を上回る育児休業 ６４.７％
２ 法定を上回る看護休暇 ３８.２％
３ 配偶者特別休暇 ５２.９％
４ 妊娠・出産時の特別休暇（検診等） ４４.１％
５ 子育て中の特別休暇 ２２.１％
６ 半日や時間単位で取得できる有給休暇 ７７.９％

費用関係
１８.０％

７ 出産奨励金の支給 ２７.９％
８ 育児休業中の賃金支給（一部含む） １７.６％

９ 育児休業中の定期昇給の実施（復職後に時期を
ずらして実施も含む） ２７.９％

１０ 賞与算定時の休業期間の取扱い（休まなかっ
た・一定程度出勤したとみなす） １１.８％

１１ 育児に要する費用の貸付制度 １６.２％

１２ 育児に要する費用の補助制度（カフェテリアプラン
の一環としてのベビーシッターや託児施設の利用等含む） ４７.１％

１３ 退職金算定時の休業期間の取扱い（休まなかっ
た・一定程度出勤したとみなす） ４５.６％

柔軟な働き方
関係

１９.１％

１４ フレックスタイムや裁量労働等の柔軟な労働
時間制 ６３.２％

１５ 短時間勤務制度（子育て期に限らず勤務時間を短く
でき、その後フルタイム勤務に戻れる制度） ５４.４％

１６ 在宅勤務制度（テレワーク等） １３.２％
１７ ジョブ・シェアリング（ペアワーク） １.５％

１８ 一時的な転居転勤停止制度（勤務地限定を選択で
き、また限定しない勤務にも変更できる制度） ３.０％

１９ 所定外労働の免除制度 ７０.１％

実施率

キャリア
支援関係
１４.３％

２０ （復職支援の）ＯＧ登録制度 1７.６％

２１ 妊娠・出産退職者等に対する優先的な再雇用
制度 １１.８％

２２ パート等非正社員から正社員への登用制度 ３６.８％

２３ 専門職や業務限定職等、複線型キャリアの整
備 １３.２％

２４ 一定期間休業しても、中長期的には昇進・昇
格等の差を取り戻せる人事労務管理 ５７.４％

２５ 育児休業から円滑な職場復帰のための教育訓
練機会の提供 1７.６％

環境整備関連
２０.７％

２６ 事業所内保育施設の設置 １３.２％

２７ マタニティ制服の支給 １３.２％

２８ ＷＬＢ担当役員の設置 ５.９％

２９ ＷＬＢ促進について、経営や人事による方針
の明確化 ３３.８％

３０ ＷＬＢ確保に向けた、職場慣行見直しプロジ
ェクトの設置 ２２.１％

３１ ＷＬＢに係る、カウンセリング機能やメンタ
ーの設置 １３.２％

３２ 管理職に対するＷＬＢ配慮の認識を高める研
修 ３２.４％

３３ 育児休業中の職場の情報・資料提供や、職場
復帰講習の実施 ４４.１％

３４ 意識啓発（広報誌での利用事例の紹介や、制度ハンド
ブックの頒布等） ４５.６％

図６　男女を問わず仕事と家庭の両立支援方策として実施しているもの
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調
査
で
は
、
九
二
年
に
育
休
法
が
制
定
さ
れ

て
か
ら
、
大
手
企
業
で
、
法
定
を
上
回
る
制

度
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
様
子
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
だ
が
、
今
号
の
特
集
テ
ー
マ
で

あ
る
「
女
性
の
継
続
就
業
」
と
い
う
観
点
か

ら
み
る
と
違
っ
た
側
面
も
浮
き
彫
り
に
な
る
。

　

調
査
で
は
、
女
性
正
社
員
の
妊
娠
・
出
産

に
係
わ
る
行
動
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
①
妊

娠
を
契
機
に
退
職
す
る
②
出
産
後
、
産
後
休

暇
の
み
を
取
得
し
、
育
児
休
業
は
取
得
せ
ず
、

両
立
支
援
制
度
を
使
い
な
が
ら
働
く
③
出
産

後
、
育
児
休
業
を
利
用
す
る
が
、
で
き
る
限

り
短
く
し
て
早
め
に
復
帰
し
、
両
立
支
援
制

度
を
使
い
な
が
ら
働
く
④
出
産
後
、
育
児
、

長
期
（
最
高
限
度
含
む
）
の
育
児
休
業
を
取

得
し
、
子
育
て
が
落
ち
着
い
て
か
ら
復
帰
す

る
⑤
出
産
後
、
育
児
の
期
間
は
い
っ
た
ん
退

職
し
、
再
雇
用
制
度
を
利
用
し
、
時
機
を
み

て
復
帰
す
る
⑥
そ
の
他―

―

の
中
か
ら
、
多

い
順
に
二
つ
選
択
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結

果
、
一
番
に
多
い
パ
タ
ー
ン
は
④
「
長
期
の

育
児
休
業
を
取
得
し
、
子
育
て
が
落
ち
着
い

て
か
ら
復
帰
す
る
」
で
七
〇
・
六
％
（
製
造

業
六
八
・
八
％
、
非
製
造
業
七
二
・
二
％
）、

次
が
③
「
育
児
休
業
を
利
用
す
る
が
、
で
き

る
限
り
短
く
し
て
早
め
に
職
場
復
帰
し
、
両

立
支
援
制
度
を
使
い
な
が
ら
働
く
」の
二
三
・

五
％
（
同
二
五
・
〇
％
、
二
二
・
二
％
）
だ
っ

た
。
一
方
、
二
番
目
に
あ
が
っ
た
パ
タ
ー
ン

で
多
い
順
に
見
る
と
、ト
ッ
プ
は
③
で
五
〇
・

八
％
（
同
五
七
・
一
％
、
四
五
・
七
％
）
だ
っ

た
が
、こ
れ
に
続
い
て
多
か
っ
た
の
が
①「
妊

娠
を
契
機
に
退
職
す
る
」
の
二
三
・
八
％
（
同

二
五
・
〇
％
、
二
二
・
九
％
）
と
な
っ
た
。

育
休
制
度
の
充
実
な
ど
に
よ
っ
て
、
育
休
取

得
者
が
着
実
に
増
え
る
一
方
、
育
休
を
取
ら

ず
に
辞
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
依
然
と
し
て

少
な
く
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、
学
卒
入
社
約

一
〇
年
後
の
在
籍
率
に
も
、
男
女
で
は
大
き

な
差
異
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
新
卒
採

用
し
た
正
社
員
の
う
ち
、
現
在
三
〇
歳
代
前

半
で
在
籍
し
て
い
る
割
合
を
み
る
と
、
男
性

は
「
九
割
台
」
が
二
六
・
七
％
、「
七
割
台
」

が
二
一
・
七
％
、「
八
割
台
」
が
二
〇
・
〇
％

な
ど
、
七
〜
九
割
台
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、

女
性
で
は
「
五
割
台
」
が
一
五
・
五
％
の
ほ

か
、「
三
割
台
」
と
「
八
割
台
」
が
と
も
に
一

三
・
八
％
、
次
い
で
「
一
割
台
」
と
「
七
割

台
」
一
二
・
一
％
と
な
る
な
ど
、
総
じ
て
男

性
に
比
べ
た
在
籍
率
は
低
い
。

　

そ
こ
で
、
女
性
正
社
員
の
妊
娠
・
出
産
に

係
わ
る
行
動
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、
一
番
目
・

二
番
目
を
問
わ
ず
「
妊
娠
を
契
機
に
退
職
す

る
」
を
あ
げ
た
企
業
（
一
三
社
）
と
そ
う
で

な
い
企
業
で
、
調
査
結
果
を
比
較
し
て
み
た
。

す
る
と
、「
妊
娠
を
契
機
に
退
職
す
る
」
女
性

が
多
い
企
業
で
は
、
短
時
間
勤
務
制
度
や
看

護
休
暇
と
い
っ
た
、
育
休
か
ら
復
帰
後
の
働

き
方
を
支
援
す
る
制
度
導
入
の
立
ち
遅
れ
が

目
立
つ
。
具
体
的
に
は
、
短
時
間
勤
務
制
度

に
つ
い
て
、「
以
前
か
ら
導
入
し
て
い
る
」
割

合
は
全
体
平
均
を
一
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
下
回

る
六
六
・
七
％
で
、
看
護
休
暇
に
つ
い
て
も
、

「
あ
る
」
は
全
体
平
均
よ
り
五
・
九
ポ
イ
ン

ト
低
い
八
六
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
育
休
復
帰
後
の
働
き
方
を

支
援
す
る
制
度
面
で
、
全
体
平
均
よ
り
進
ん

で
い
る
企
業
に
共
通
す
る
要
素
を
抽
出
し
て

み
る
と
、
一
つ
に
「
男
性
の
育
休
取
得
者
の

有
無
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
男
性
の
育
休
取
得

者
が
「
い
る
」
企
業
で
は
、
短
時
間
勤
務
制

度
や
看
護
休
暇
の
導
入
率
も
総
じ
て
高
い
う

え
、
さ
ら
に
育
児
に
利
用
で
き
る
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
や
、
事
業
所
内
保
育
施
設
等
の

導
入
率
も
高
い
。
具
体
的
に
は
、
短
時
間
勤

務
制
度
に
つ
い
て
「
以
前
か
ら
導
入
」
は
全

体
平
均
を
九
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
八
七
・

五
％
で
、
看
護
休
暇
は
全
企
業
が
「
あ
る
」

と
回
答
。
育
児
に
利
用
で
き
る
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
の
導
入
率
は
、全
体
平
均
を
二
一
・

六
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
七
七
・
五
％
、
事
業
所

内
託
児
施
設
は
八
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
二

〇
・
五
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る（
７
）。

　

そ
こ
で
、男
性
の
育
休
取
得
者
が「
い
る
」

企
業
に
お
け
る
、
女
性
正
社
員
の
妊
娠
・
出

産
に
係
わ
る
行
動
パ
タ
ー
ン
を
み
る
と
、
一

番
目
に
多
い
パ
タ
ー
ン
は
「
出
産
後
、
長
期

の
育
休
を
取
得
し
て
復
帰
」が
全
体
平
均（
七

〇
・
六
％
）
と
ほ
ぼ
同
じ
七
〇
・
〇
％
、「
育

休
を
利
用
す
る
が
、
で
き
る
限
り
短
く
し
て

職
場
復
帰
」
が
全
体
平
均
を
一
・
五
ポ
イ
ン

ト
上
回
る
二
五
・
〇
％
。
二
番
目
に
多
い
パ

タ
ー
ン
で
は
、「
育
休
を
利
用
す
る
が
、
で
き

る
限
り
短
く
し
て
職
場
復
帰
」
が
全
体
平
均

よ
り
六
ポ
イ
ン
ト
高
い
五
六
・
八
％
、
次
い

で
「
妊
娠
・
退
職
」
が
全
体
平
均
を
二
・
二

ポ
イ
ン
ト
下
回
る
二
一
・
六
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
新
卒
採
用
し
た
正
社
員
の
う
ち
、

現
在
三
〇
歳
代
前
半
で
在
籍
し
て
い
る
割
合

に
つ
い
て
は
、
男
性
で
全
体
平
均
よ
り
目

立
っ
て
高
い
の
は
、「
八
割
台
」（
六
・
五
ポ
イ

ン
ト
増
）
や
、「
九
割
台
」（
一
一
・
五
ポ
イ
ン

ト
増
）
な
ど
。
女
性
で
は
、「
一
割
台
」（
三
ポ

イ
ン
ト
減
）、「
二
割
台
」（
七
・
三
ポ
イ
ン
ト

減
）
ほ
か
四
割
台
ま
で
が
、
全
体
平
均
を
下

回
る
一
方
、「
六
割
台
」
が
四
・
九
ポ
イ
ン
ト

増
の
一
五
・
二
％
、「
九
割
台
」
が
五
・
二
ポ

イ
ン
ト
増
の
一
二
・
一
％
と
な
る
な
ど
、
五

割
台
以
上
の
在
籍
率
で
全
体
平
均
を
上
回
る

結
果
と
な
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
男
性
の
育
休
取
得
者
が
「
い

る
」
企
業
で
は
、
女
性
の
妊
娠
・
退
職
割
合

が
低
下
し
、
育
休
を
取
得
し
て
も
で
き
る
だ

け
早
く
職
場
復
帰
す
る
割
合
が
増
え
る（
８
）

ほ
か
、
学
卒
入
社
約
一
〇
年
後
の
在
籍
率
も
、

全
体
平
均
よ
り
長
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
女

性
が
継
続
就
業
し
や
す
い
環
境
の
整
備
と
、

男
性
の
育
休
取
得
者
に
象
徴
さ
れ
る
職
場
の

働
き
方
の
見
直
し
に
は
、
密
接
な
関
係
が
あ

る
と
言
え
そ
う
だ
。

人
事
担
当
者
か
ら
み
た
今
後
の
課
題

　

今
回
の
調
査
で
は
、
一
連
の
方
策
に
取
り

組
む
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
も
聞
い
た
。

　

両
立
支
援
策
に
取
り
組
む
中
で
、
人
事
部

担
当
者
と
し
て
現
在
、
困
っ
て
い
る
こ
と
と

し
て
は
、「
代
替
要
員
の
確
保
や
、
復
職
を
念

頭
に
置
い
た
要
員
調
整
、
復
帰
後
の
配
置
に

対
す
る
配
慮
等
、
人
事
管
理
が
複
雑
化
し
て

い
る
」
が
四
一
・
九
％
（
製
造
業
三
九
・
〇
％
、

非
製
造
業
四
四
・
四
％
）
で
も
っ
と
も
多
い
。

こ
れ
に
「
制
度
の
充
実
は
進
ん
だ
が
、
利
用

実
績
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
」
が
二
二
・
一
％

（
同
二
四
・
四
％
、
二
〇
・
〇
％
）、「
制
度

が
充
実
す
る
ほ
ど
、利
用
者
と
非
利
用
者（
非

対
象
者
含
む
）
の
間
で
不
公
平
感
が
増
す
」

が
二
〇
・
九
％
（
同
二
四
・
四
％
、
一
七
・

八
％
）―

―

な
ど
が
続
く
。
人
事
担
当
者
と

し
て
は
、
要
員
調
整
の
負
担
が
増
し
て
い
る

ほ
か
、
制
度
を
画
餅
に
帰
さ
せ
な
い
環
境
作

り
や
、
社
員
全
体
に
と
っ
て
の
公
平
性
な
ど
、

よ
り
複
雑
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
自
由
記
述
で
は
、「
制
度
が
既

得
権
化
し
、
モ
ラ
ー
ル
を
疑
う
よ
う
な
行
動

（
短
時
間
勤
務
で
残
業
を
増
や
す
等
）
を
と

る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
」
や
、「
家
庭
事
情
が

あ
っ
て
も
頑
張
っ
て
働
き
続
け
て
も
ら
う
た

め
と
い
う
趣
旨
を
履
き
違
え
て
い
る
ケ
ー
ス

が
み
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
記
述
も
あ
り
、
制
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度
本
来
の
目
的
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と

い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
る
様
子
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、「
制
度
の
充
実
は
進
ん
だ
が
、
利

用
実
績
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
」
と
い
っ
た
点

で
典
型
的
課
題
で
あ
る
男
性
の
育
休
取
得
に

つ
い
て
は
（
複
数
回
答
）、
多
い
順
に
「
男

性
自
身
に
育
休
を
取
得
し
よ
う
と
い
う
意
識

が
薄
い
」（
二
五
・
三
％
）、「
前
例
（
モ
デ
ル
）

不
足
」（
一
六
・
九
％
）、「
休
業
期
間
中
の
処

遇
補
償
が
な
い
・
充
分
で
な
い
」（
一
一
・

六
％
）、「
上
司
・
同
僚
の
理
解
不
足
」（
一
一
・

一
％
）、「
男
性
の
育
児
参
加
に
対
す
る
社
会

的
理
解
不
足
」（
一
〇
・
七
％
）―

―

な
ど
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
を
、男
性
の
育
休
取
得
者
が「
い
る
」

企
業
四
〇
社
に
限
定
し
て
み
る
と
、「
男
性
自

身
に
育
休
を
取
得
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
薄

い
」
は
二
四
・
一
％
、「
前
例
（
モ
デ
ル
）
不

足
」
は
一
六
・
五
％
へ
や
や
低
下
す
る
一
方
、

「
上
司
・
同
僚
の
理
解
不
足
」（
一
三
・
五
％
）

や
、「
代
替
要
員
の
確
保
」（
九
・
〇
％
）
等
で

平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
男
性
の
育
休
取
得

者
が
出
た
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
良
質
な

モ
デ
ル
不
在
や
、
職
場
の
理
解
等
が
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
様
子
が
み
て
取
れ
る
。

（
調
査
・
解
析
部　

主
任
調
査
員
・
郡
司
正
人
、

調
査
員
・
渡
辺
木
綿
子
）

〔
注
〕

１
．
複
数
の
基
準
を
定
め
て
い
る
場
合
は
、
も
っ
と
も
高

い
上
限
年
齢
を
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。

２
．
原
則
一
歳
、
両
親
と
も
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場

合
は
一
歳
二
カ
月
、
一
定
の
事
情
を
満
た
す
場
合
（
①

希
望
し
て
も
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
場
合
②
子
を
養

育
す
る
配
偶
者
が
死
亡
、
負
傷
、
疾
病
等
し
た
場
合
）

は
一
歳
六
カ
月
。

３
．
特
例
と
し
て
出
産
後
八
週
間
以
内
に
育
児
休
業
を
取

得
し
た
場
合
は
、
二
回
ま
で
取
得
可
能
。

４
．
育
児
休
業
取
得
率
＝
調
査
時
点
ま
で
に
育
児
休
業
を

開
始
し
た
者
（
開
始
予
定
の
申
し
出
を
し
て
い
る
者
含

む
）
／
調
査
前
年
度
一
年
間
の
出
産
者
（
男
性
の
場
合

は
配
偶
者
が
出
産
し
た
者
）。

５
．
改
正
育
介
法
は
、
一
日
六
時
間
の
短
縮
パ
タ
ー
ン
を

必
ず
含
む
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
企
業
毎
に
所
定
内
労

働
時
間
と
短
縮
時
間
を
対
比
し
た
限
り
で
は
、
短
縮
勤

務
制
度
を
持
つ
す
べ
て
の
企
業
が
、
す
で
に
対
応
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

６
．
①
同
一
の
事
業
主
に
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
た
期
間
が

一
年
以
上
②
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
を
越
え
て
引
き
続

き
雇
用
が
見
込
ま
れ
る
（
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
か
ら

一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
労
働
契
約
期
間
が
満
了
し
、

更
新
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
者
を
除
く
）―

―

の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
。

７
．
こ
の
傾
向
は
、
男
性
の
初
の
育
休
取
得
者
の
出
現
年

が
早
い
企
業
グ
ル
ー
プ
で
、
よ
り
強
く
見
出
さ
れ
る
こ

と
も
分
か
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
男
性
の
育
休
取

得
者
の
出
現
が
、
次
世
代
育
成
推
進
法
の
制
定
前
か
後

か
で
ク
ロ
ス
集
計
し
て
み
る
と
、
次
世
代
法
制
定
前
の

出
現
企
業
で
は
、
短
時
間
勤
務
制
度
を
「
以
前
か
ら
導

入
」
し
て
い
る
割
合
が
一
〇
〇
％
を
占
め
る
一
方
、
次

世
代
法
制
定
後
の
出
現
企
業
で
「
以
前
か
ら
導
入
」
し

て
い
る
の
は
八
二
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

８
．
こ
の
傾
向
は
、
男
性
の
育
休
取
得
者
の
出
現
年
が
早

い
企
業
グ
ル
ー
プ
で
、
よ
り
強
く
見
出
さ
れ
る
。
具
体

的
に
は
、
男
性
の
育
休
取
得
者
の
出
現
が
、
次
世
代
育

成
推
進
法
の
制
定
前
か
後
か
で
ク
ロ
ス
集
計
し
て
み
る

と
、
次
世
代
法
制
定
前
出
現
企
業
で
一
番
目
に
多
い
の

は
、「
出
産
後
、
長
期
の
育
休
を
取
得
し
て
復
帰
」
が
六

六
・
七
％
、「
育
休
を
利
用
す
る
が
、
で
き
る
限
り
短
く

し
て
職
場
復
帰
」
が
三
三
・
三
％
等
。
二
番
目
に
多
い

の
は
、「
育
休
利
用
す
る
が
、
で
き
る
限
り
短
く
し
て
職

場
復
帰
」
が
五
五
・
六
％
、
次
い
で
「
出
産
後
、
長
期

の
育
休
を
取
得
し
て
復
帰
」が
三
三
・
三
％
と
な
り
、「
妊

娠
・
退
職
」
は
こ
れ
に
続
く
一
一
・
一
％
ま
で
低
下
す

る
。
反
対
に
、
次
世
代
法
制
定
後
出
現
企
業
で
、
一
番

目
に
多
い
の
は
「
出
産
後
、
長
期
の
育
休
を
取
得
し
て

復
帰
」
が
六
〇
・
九
％
、「
育
休
を
利
用
す
る
が
、
で
き

る
限
り
短
く
し
て
職
場
復
帰
」
が
三
〇
・
四
％
等
。
二

番
目
に
多
い
の
は
「
育
休
を
利
用
す
る
が
、
で
き
る
限

り
短
く
し
て
職
場
復
帰
」
が
五
二
・
四
％
、次
い
で
「
妊

娠
・
退
職
」
が
二
三
・
八
％
と
な
り
、
こ
れ
に
「
出
産

後
、
長
期
の
育
休
を
取
得
し
て
復
帰
」
が
一
九
・
〇
％

で
続
く
。
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